
【大きな破れの場合】
  ①本体の修理は全ての空気を抜き、修理部分を中心に広げて行います。
  ②リペア箇所をきれいに洗浄し、完全に乾かします。
  ③修理部分より 50ｍｍ以上大きい範囲を＃100 番程度のサンドペーパーで荒らしたうえ、脂分を取り除きます。
  　汚れを掃ったら、周囲に接着剤がはみ出さないように修理範囲をマスキングテープで囲っておきます。
  　補修用パッチを修理範囲に合わせて切り、本体同様接着面をサンドペーパーで荒らしたうえ、脂分を取り除いておきます。
  ④付属のリペア用ボンドを本体と補修用パッチの両方に薄く塗り 20 分ほどおいて完全に乾かします。
  　乾いたことを確認したら、再度ボンドを両方に塗り 20 分ほどおいて再び乾かします。
  ⑤両面が乾いた状態になったら、補修用パッチと修理面をドライヤーなどで炙って温めながら、間に空気が入らないように端から押し当て、
　  さらにローラーなどで圧をかけて貼り付けます。ゴムハンマーなどで叩くのも効果的です。
  ⑥当て木をしてシャコ万力（クランプ）等で固定するか、重石を乗せ 24 時間以上放置した後、空気を入れて漏れが無いか確認してください。

【小さな空気漏れ（ピンホールの場合）】
  目視できないような小さな空気漏れはチューブを膨らませた状態で本体に耳や頬を当てて探します。
  それでも見つからない場合には、疑わしい部分に石鹸水を塗布して泡の発生部分を探し、空気漏れの場所を特定します。
  空気漏れ部分を発見したら印を付け、石鹸水をきれいに洗い流し、完全に乾かしてから大きな破損と同じ要領で修理してください。

収納方法

修理方法

手入れと保管
○ 使用後は真水できれいに洗浄してください。汚れがひどい時は中性洗剤で、スポンジや雑巾など本体にキズが付かない柔らかいもの
     を使って洗い落としてください。金属ブラシやシンナー等の有機溶剤などは絶対に使用しないでください。
○ 日陰で自然乾燥させてから、湿気の少ない直射日光の当たらないところ（常温）で保管してください。
○ ボードは折り曲げた角から損傷することがあります。無理にきつく折りたたんだり、上に重い物を乗せないでください。
○ 長期保管の場合は平置きするか、折り目を付けずに大きく丸めて保管してください。
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【デッキパッドの剥がれ】
  デッキパッドの剥がれを見つけたら、剥がれの範囲が広がらないようにボンドで止めてください。
  接着面をよく乾かしてから修理してください。( パッドに水分が残っているとうまく貼りつかないのでご注意ください。)
  本体とデッキパッドの接着面にボンドを薄く均一に塗り、20 分ほどおいて乾かしてから再度ボンドを塗り、再び 20 分ほどおいて乾かします。
  完全に乾いたらドライヤーなどで炙りながら圧着します。
  重石などを乗せ固定して 24 時間以上放置。接着後剥がれないことを確認してください。

【バルブ周りからの空気漏れ】
  バルブ周りの空気漏れは、バルブが緩んでいたり、内側のゴム製のOリングがねじれて挟まったり、
  ボード本体の生地糸をバルブの内側に挟み込んでしまうことが原因と考えられます。
  このような時には付属のバルブレンチでバルブをしっかり閉めなおすか、バルブのオス、メスを一旦外し、
  挟まったOリングや繊維を外して正しく閉めなおすと空気漏れを解消することができます。

             バルブを外す際には、バルブのメス側が本体内部に落ちないように反対側から手で押さえて外してください。
               閉める際には、バルブのメス側を底の方から持って、オス側を時計回りに回して最後にバルブレンチでしっかりと閉めてください。

バルブ
   レンチ

補修用パッチ ボンド

①本体の汚れを落として乾かします。センターフィンのあるものはフィンを外してください。

②バルブのキャップを開け、バルブの中央にある黄色のギザギザが付いた逆止弁パーツを少しづつ押して空気を抜きます。

        高圧の空気が抜けるため、大きな音がすることがありますのでご注意ください。

    抜けが穏やかになったら、逆止弁パーツを押し込んだまま時計方向に回し、

    弁を開いて固定した状態にします。

③後ろ側から折るように畳みます。フィンやボックスが干渉しないように折る位置を調整してください。フィンにカバーを被せると破損防止になります。

④空気を押し出すように、膝などで押し抜きながら畳んでいきます。

⑤畳み終えたら空気が戻らないように、逆止弁パーツを押し下げながら反時計方向に回して閉じ、キャップをはめ、付属のベルトで止めてください。

付属ベルト
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折り位置はフィンとフィンとの中間くらい
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